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記事内容
１
面

連
隊
長
着
任
・
連
隊
長
初
度
巡
視

２
面

令
和
５
年
度
連
隊
集
中
野
営
・
師
団
募
集
広
報
の
日

３
面

令
和
５
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
・
千
僧
駐
屯
地
納
涼
行
事

４
面

親
父
の
一
言

５
面

期
待
の
新
戦
・
私
の
趣
味
・
自
慢
の
我
が
子
・
連
隊
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
の
紹
介

６
面

人
事
往
来
等
の
紹
介

令
和
５
年
８
月
１
日
（
火
）
、
第
19
代
第
３
後
方
支
援

連
隊
長
に
佐
藤

敦
茂
（
さ
と
う

あ
つ
し
げ
）
１
等
陸

佐
が
着
任
し
た
。

副
連
隊
長
以
下
各
部
隊
長
、
各
幕
僚
の
出
迎
え
を
受
け

た
後
、
着
任
式
、
幹
部
挨
拶
及
び
状
況
報
告
を
受
け
、
連

隊
の
状
況
を
把
握
し
た
。

着
任
式
で
「
為
す
べ
き
こ
と
を
為
せ
」
「
明
る
く
前
向

き
に
」
を
要
望
事
項
に
掲
げ
、
佐
藤
連
隊
長
を
核
心
に
、

新
た
な
第
３
後
方
支
援
連
隊
が
始
ま
っ
た
。

令
和
５
年
８
月
４
日
（
金
）
か

ら
９
月
25
日
ま
で
の
間
、
第
３
後

方
支
援
連
隊
が
所
在
す
る
各
駐
屯

地
に
お
い
て
、
連
隊
長
初
度
巡
視

を
実
施
し
、
各
部
隊
の
現
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
訓
示
を
行
い

企
図
の
徹
底
を
図
っ
た
。
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令
和
５
年
８
月
21
日
（
月
）
か
ら
８
月
25
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
令
和
５
年
度

連
隊
集
中
野
営
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
築
城
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
勢
的
な
戦
術
行
動
に
お
け
る
各
部
隊
の
行
動
に
つ

い
て
演
練
し
、
総
合
戦
闘
力
発
揮
の
基
盤
と
な
る
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

師

団

募

集

広

報

の

日

令
和
５
年
８
月
24
日
（
木
）
千
僧
駐

屯
地
に
お
い
て
、
武
器
科
、
需
品
科
、

輸
送
科
及
び
衛
生
科
の
職
種
説
明
・
装

備
品
展
示
を
実
施
し
、
募
集
対
象
者
、

学
校
関
係
者
等
に
対
す
る
自
衛
隊
へ
の

理
解
促
進
に
寄
与
し
た
。

傷 病 者 救 護

築 城 風 景

半 地 下 指 揮 所

半 地 下 整 備 所 天 幕

対 人 障 害 構 築

掩 蓋 化 指 揮 所



需

品

教

育

隊

装
輪
車
整
備
教
育
隊

令
和
５
年
７
月
１
日
（
土
）
か
ら
９
月
15
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
５
年
度

新
隊
員
特
技
課
程
「
装
輪
車
整
備
」
「
需
品
」
及
び
「
衛
生
」
を
担
任
・
実
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
職
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
期
と
の
絆
を
深

め
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
大
き
な
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

令
和
５
年
８
月
８
日
（
火
）
千
僧
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
５
年
度
駐
屯
地
納
涼
行
事
に

参
加
し
た
。

御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
連

隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
隊
員
ご

家
族
等
の
来
隊
を
い
た
だ
き
、
現
職
隊
員
と

の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
部
隊
踊
り
に
お
い
て
、
衛
生
教
育

隊
が
「
司
令
賞
」
を
勝
ち
取
る
と
と
も
に
、

装
輪
車
整
備
及
び
需
品
教
育
隊
の
合
同
チ
ー

ム
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
」
を
受
賞
し
た
。

千
僧
駐
屯
地
納
涼
行
事

衛

生

教

育

隊

３



親 父 の 一 言

「
や
る
気
」
と
は
「
進
ん
で
物
事
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
す
る
気
持
ち
・
欲
求
」
み
た
い
で
す
。

「
や
る
気
」
が
あ
る
と
、
目
標
や
課
題
に
対
し

て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
達
成
の
た
め
に
行
動
す

る
こ
と
こ
と
が
で
き
、
や
る
気
が
あ
る
状
態
と
な

い
状
態
で
は
行
動
に
差
が
う
ま
れ
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
科
学
的
に
は
「
や
る
気
」
自
体
が
存
在

せ
ず
、
言
葉
で
し
か
な
い
と
の
見
解
も
あ
り
、
や

り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、
入
隊
し
た
て
の
時
は
面
倒
く
さ
い
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
「
や
る
気
」

が
な
か
っ
た
日
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
標
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

か
わ
っ
て
い
っ
た
事
も
振
り
返
れ
ば
そ
う
思
い
ま

す
。私

の
場
合
は
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
・
誰

よ
り
も
先
に
動
く
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
ま
し

た
。
動
く
こ
と
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
も
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
や
る
気
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

行
動
す
る
・
初
動
を
早
め
る
（
行
動
す
る
事
で
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
）
、
達
成
で
き
そ
う

な
目
標
を
立
て
る
こ
と
（
取
り
組
む
意
欲
が
向
上

す
る
）
、
習
慣
性
を
つ
く
り
物
事
を
前
向
き
に
と

ら
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
面
倒
く
さ
い
と
か
・
怠
い
な
と
思
う
こ
と
が

多
い
人
は
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
ま
に
は
何
も
考
え
ず
に
や
っ
て
み
よ
う
！

ま
ず
は
行
動
を
！

皆
さ
ん
日
々
の
訓
練
・
支
援
業
務
お
疲
れ
様
で

す
。
補
給
隊
先
任
上
級
曹
長
の
三
戸
曹
長
で
す
。
令

和
３
年
８
月
上
番
か
ら
２
年
が
過
ぎ
自
衛
隊
生
活
も

入
隊
３
０
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

上
番
以
来
、
自
分
に
出
来
る
事
を
模
索
し
な
が
ら

勤
務
す
る
中
、
少
し
で
も
良
い
勤
務
環
境
を
構
築
出

来
る
よ
う
に
奮
闘
中
で
す
。

我
が
補
給
隊
は
任
務
の
異
な
る
三
つ
の
小
隊
か
ら

成
り
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

被
支
援
部
隊
に
対
し
燃
料
・
糧
食
・
水
・
部
品
を

補
給
す
る
任
務
及
び
入
浴
・
洗
濯
等
の
需
品
サ
ー
ビ

ス
の
任
務
が
あ
り
特
に
近
年
は
、
装
備
品
展
示
等
の

部
内
・
外
広
報
活
動
が
活
発
で
任
務
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

ど
の
任
務
に
お
い
て
も
に
ユ
ー
ザ
ー
の
為
に
い
か

に
最
善
を
尽
く
す
か
と
い
う
事
は
共
通
で
知
識
や
技

能
を
磨
き
よ
り
良
い
支
援
を
す
る
こ
と
で
達
成
感
や

プ
ロ
意
識
が
生
ま
れ
次
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
げ

れ
ば
よ
い
で
す
が
『
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
』
や
『
多

忙
感
』
し
か
感
じ
な
い
よ
う
で
は
プ
ロ
意
識
は
目
覚

め
な
い
ど
こ
ろ
か
職
務
意
欲
の
低
下
に
し
か
繋
が
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
い
か
に
そ
う
い
う
意
識
を
自
分
達
か
ら
下

の
世
代
へ
継
承
す
る
か
で
す
が
そ
の
為
に
は
、
風
通

し
良
い
部
隊
で
有
る
こ
と
が
必
要
で
部
下
隊
員
の
意

見
を
聞
く
事
も
こ
ち
ら
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
事

も
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
挨
拶
、
声
掛

け
等
）
を
取
り
隊
員
間
で
の
話
し
や
す
い
環
境
作
り

を
行
い
自
分
達
の
任
務
に
誇
り
を
も
て
る
部
隊
育
成

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
で
す
。

衛 生 隊 先 任 上 級 曹 長
陸 曹 長 及 川 文 仁

第２整備大隊最先任上級曹長
准 陸 尉 山 本 昇 吾

補 給 隊 先 任 上 級 曹 長
陸 曹 長 三 戸 光 世

令
和
４
年
３
月
か
ら
衛
生
隊
の
先
任
上
級
曹
長
に
上
番

し
ま
し
た
及
川
曹
長
で
す
。

前
部
隊
は
関
東
補
給
処
用
賀
支
処
で
勤
務
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
縁
が
あ
り
ま
し
て
第
３
後
方
支
援
連
隊
衛
生
隊

で
勤
務
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
他
方
面
異
動

と
関
西
勤
務
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
現
在
は
、
今
で
き

る
仕
事
を
最
大
限
に
や
り
、
私
生
活
で
は
最
高
に
関
西
を

満
喫
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
な
が
ら

楽
し
く
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
も
、
自
衛
隊
生
活
が
３
０
年
過
ぎ
ま
し
て
、

そ
の
間
、
色
々
な
上
司
の
方
や
同
僚
及
び
後
輩
と
勤
務
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
上
司
の
方
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
事
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
か
を
判
断
す
る
時
は
、
「
損
得
で
判
断
は
せ
ず
、
善

悪
で
判
断
せ
よ
」
で
す
。
自
分
も
よ
く
、
判
断
を
す
る
と

き
は
損
得
を
考
え
判
断
し
行
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
と
き
善
悪
で
判
断
し
行
動
す
る
と
間
違
っ
た
方
向
に
進

ま
ず
失
敗
が
少
な
く
な
っ
た
事
に
気
付
き
ま
し
た
。

な
ぜ
失
敗
が
少
な
く
な
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
努
力
の

分
量
だ
と
思
い
ま
す
。

損
得
で
判
断
し
た
時
は
、
損
を
し
な
い
よ
う
に
考
え
、

得
す
る
努
力
は
あ
ま
り
し
な
い
。
善
悪
で
判
断
し
た
場
合

は
、
悪
を
し
な
い
よ
う
に
考
え
、
善
に
対
し
て
努
力
を

し
、
際
限
の
な
い
努
力
を
す
れ
ば
、
結
果
は
い
い
も
の
に

な
る
。

善
悪
と
は
「
自
分
に
と
っ
て
、
善
い
か
悪
い
か
で
は
な

く
人
間
と
し
て
善
い
か
悪
い
か
」
で
判
断
す
る
と
更
に
失

敗
は
少
な
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
善
悪
が
判
断
材
料
の
一
つ
と
な
り
、
良
い
結

果
が
増
え
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

４



期
待
の
新
戦
力

と
、
使
用
重
量
や
、
体
の
変
化
が
目

に
見
え
て
分
か
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん

の
め
り
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。

昨
年
の
８
月
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
ク

の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
か

ら
逆
算
し
て
、
体
の
調
整
を
す
る
の

は
と
て
も
難
し
く
、
結
果
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
趣
味
と
し
て
、
体
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
私

第
１
整
備
大
隊

火
器
車
両
整
備
中
隊

陸
曹
長

中
村

遼

私
は
、
趣
味
で
４
年
前

か
ら
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
僚
や
先
輩
に
誘
わ
れ

て
、
な
ん
と
な
く
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

あ
る
程
度
続
け
て
い
る

私
の
趣
味

衛
生
隊

陸
曹
長

青
田

淳

私
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
（
日
曜

大
工
）
を
趣
味
と
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
ア
ウ
ト
ド
ア
に
は
ま
っ
て

お
り
、
休
日
や
代
休
日
を
利
用
し
て
ウ
イ

ン
ナ
ー
や
チ
ー
ズ
の
燻
製
を
作
っ
て
お
り

ま
す
。
燻
製
の
定
番
で
は
あ
り
ま
す
が
、

桜
や
ナ
ラ
の
チ
ッ
プ
（
お
が
く
ず
）
を

バ
ー
ナ
ー
で
燃
や
し
、
そ
の
煙
を
３
０
分

程
、
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
燻
す
と
、
ス

モ
ー
キ
ー
な
木
材
の
香
り
が
食
材
に
移

り
、
芳
醇
な
食
感
と
何
と
も
言
え
な
い
臭

み
の
あ
る
香
り
に
仕
上
が
り
ま
す
。

燻
製
は
、
比
較
的
道
具
が
少
な
く
て
済

み
、
１
０
０
均
シ
ョ
ッ
プ
で
段
ボ
ー
ル
と

金
網
と
ア
ル
ミ
皿
と
チ
ッ
プ
さ
え
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
手
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
家
族
に
ふ
る
ま
っ
て
も
、
そ
の
独
特
な
ス
モ
ー
キ
ー
な
香
り
に
人
気

が
な
い
の
で
、
結
局
、
庭
の
ベ
ン
チ
に
座
り
な
が
ら
１
人
晩
酌
し
な
が
ら
、
食
べ
て
ま
す

が
（
笑
）

非
日
常
な
ひ
と
時
、
貴
方
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

連
隊
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
の
紹
介

第３後方支援連隊HP

ＱＲコード

第３後方支援連隊「Ｘ」

ＱＲコード

連
隊
の
活
動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
随
時
更
新
・
ポ
ス
ト

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３ｒｄ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ

Ⅲ

３ｒｄ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
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定

年

退

官

者

令
和
５
年
７
月
23
日
付

１
曹

白
坂

文
宏

２
整
大

令
和
５
年
７
月
31
日
付

２
尉

三
宅

比
呂
志

輸
送
隊

令
和
５
年
８
月
３
日
付

曹
長

吉
廣

善
明

２
整
大

８

月

転

出

者

８

月

転

入

者

連

隊

内

異

動

者

定

期

表

彰

連
隊
本
部

１
佐

上
原

孝
志

３
師
司
付

（
千
僧
）

２
佐

藤
政

敦

３
師
司
付

（
千
僧
）

１
尉

狩
野

清
美

中
央
輸

（
横
浜
）

３
尉

坂
本

直
弥

大
津
駐
業

（
大
津
）

本
部
付
隊

曹
長

久
家

大
生

９
施
設
群

（
小
郡
）

２
曹

山
林

唯

陸
幕
監

（
市
ヶ
谷
）

第
１
整
備
大
隊

２
尉

嵯
峨
崎

忍

中
方
後
支

（
豊
川
）

曹
長

安
藤

直
之

香
川
地
本

（
香
川
）

３
曹

増
田

孝
行

北
処

（
島
松
）

３
曹

清
水

龍
司

12
後
支
連

（
松
本
）

第
２
整
備
大
隊

２
佐

秋
𠮷

秀
信

陸
幕
監

（
市
ヶ
谷
）

１
尉

谷
口

潤

12
後
支
連

（
新
町
）

１
曹

荒
木

博
文

中
方
後
支

（
海
田
市
）

２
曹

飯
田

円

関
西
処

（
桂
）

２
曹

児
玉

和
也

７
後
支

（
南
恵
庭
）

２
曹

永
峯

雅
俊

８
後
支
連

（
都
城
）

補
給
隊

２
佐

近
藤

剛

陸
幕
監

（
市
ヶ
谷
）

３
尉

植
松

秀
宜

３
師
司

（
千
僧
）

輸
送
隊

２
佐

千
田

将
也

中
央
輸

（
横
浜
）

１
曹

小
岩

一
樹

情
保
隊

（
千
僧
）

衛
生
隊

３
佐

堀
口

賢
利

陸
幕
衛

（
市
ヶ
谷
）

２
曹

岩
井

龍
也

国
際
教

（
千
僧
）

第
１
整
備
大
隊

士
長

大
久
保

楓
人

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

山
口

泰
宗

４
曹
教

（
大
津
）

第
２
整
備
大
隊

３
佐

遠
藤

秀
幸

補
統

（
十
条
）

２
尉

東

知
勇

東
北
後
支

（
仙
台
）

１
曹

串

圭
三

宮
古
警

（
宮
古
）

１
曹

稲
岡

武
彦

補
統

（
十
条
）

３
曹

山
本

克
英

１
空
団
後
支
（
習
志
野
）

３
曹

安
原

里
恵

中
方
後
支

（
豊
川
）

士
長

西
出

柊
生

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

仲
村

翔

４
曹
教

（
大
津
）

補
給
隊

２
佐

稲
田

義
明

陸
幕
装

（
市
ヶ
谷
）

２
曹

堀

謙
一

中
方
付

（
伊
丹
）

輸
送
隊

３
佐

今
村

優

中
央
輸

（
横
浜
）

曹
長

丹
羽

生
二

中
央
輸

（
横
浜
）

衛
生
隊

２
佐

岩
田

康
寛

陸
幕
衛

（
市
ヶ
谷
）

２
曹

艾
原

裕
亮

12
後
支

（
新
町
）

３
曹

東
出

悠
理
菜

７
施
群

（
大
久
保
）

連
隊
本
部

１
佐

佐
藤

敦
茂

陸
幕
装

（
市
ヶ
谷
）

２
佐

坂
元

忠
彦

中
方
総
装

（
伊
丹
）

２
尉

山
中

剛

北
方
後
支

（
島
松
）

２
尉

小
椋

秀
昭

３
師
司

（
千
僧
）

本
部
付
隊

１
曹

北
村

和
義

10
師
付

（
守
山
）

１
曹

寶
田

千
歩

中
混
団

（
大
津
）

２
曹

山
向

広
尚

開
実
団

（
富
士
）

連
隊
本
部

３
佐

宮
崎

慎
也

輸
送
隊
か
ら

３
尉

川
端

輝

輸
送
隊
か
ら

本
部
付
隊

３
曹

今
村

翼

補
給
隊
か
ら

第
１
整
備
大
隊

２
尉

大
西

卓
哉

連
隊
本
部
か
ら

３
尉

福
本

崇

補
給
隊
か
ら

１
曹

丸
山

剛
史

輸
送
隊
か
ら

２
曹

中
野

光
貴

本
部
付
隊
か
ら

補
給
隊

２
尉

松
場

正
子

１
整
大
か
ら

師
団
長
表
彰

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
佐

秋
𠮷

秀
信

２
整
大

２
佐

近
藤

剛

補
給
隊

３
佐

堀
口

賢
利

衛
生
隊

連
隊
長
表
彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

１
尉

狩
野

清
美

連
隊
本
部

３
尉

植
松

秀
宜

補
給
隊

３
尉

福
本

崇

補
給
隊

曹
長

矢
崎

淳
一

輸
送
隊

１
曹

篠
原

雅
博

本
部
付
隊

１
曹

井
山

直
樹

本
部
付
隊

１
曹

安
藤

直
之

１
整
大

１
曹

馬
場

洋
和

２
整
大

２
曹

中
野

光
貴

本
部
付
隊

３
曹

増
田

孝
行

１
整
大

２
曹

飯
田

円

２
整
大

２
曹

永
峯

雅
俊

２
整
大

２
曹

片
山

侑
樹

２
整
大

２
曹

山
田

浩
司

２
整
大

２
曹

青
木

一
浩

衛
生
隊

３
曹

田
畑

裕
喜

２
整
大

連
隊
長
表
彰

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
曹

柘

凜
音

２
整
大

３
曹

村
上

彩

補
給
隊

離

任

部

隊

長

紹

介

着

任

部

隊

長

紹

介

６

第２整備大隊長
遠藤３佐 補給統制本部から

輸送隊長
今村３佐 中央輸送隊から

補給隊長
稲田２佐 陸上幕僚監部から

衛生隊長
岩田２佐 陸上幕僚監部から

第２整備大隊長
秋𠮷２佐 陸上幕僚監部へ

輸送隊長
千田２佐 中央輸送隊へ

衛生隊長
堀口３佐 陸上幕僚監部へ

補給隊長
近藤２佐 陸上幕僚監部へ

着

任

副

連

隊

長

紹

介

副 連 隊 長
坂 元 ２ 佐

中部方面総監部から


